
Ⅱ大阪市財政の現状と課題

①性質別経費の推移

（３）性質別経費

　市税収入が低水準で推移するなか、人件費や経常的施策経費等の抑制を図ったもの
の、生活保護費などの扶助費や市債償還のための公債費といった義務的経費や国民健
康保険、介護保険、下水道などの特別会計への繰出金が高い伸びを示しています。

性質別歳出と市税の伸び率の推移（一般会計）
平成元年を100とした場合

公債費  138.6

投資的経費　67.3

人件費  90.8

扶助費　274.1

特別会計
繰出金等　150.2

経常的施策経
費及び管理費　147.3

市税　84.1
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義務的経費及び特別会計繰出金推移（一般会計）
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2,569　特別会計繰出金

2,362　人件費

2,204　公債費

4,844　扶助費
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